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2015年 7月 24日 第123号 (2)

「愚
公
移
山
」

日
本
列
島
各
地
で
起
き
て
い
る
火
山
活

動
や
、
加
え
て
集
中
豪
雨
な
ど
の
異
常
気

象
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
も
小
休
止
し
、
北
海

道
は
夏
ら
し
い
晴
天
が
続

い
て
お
り
ま

す
。Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様

。
地
域
の
皆
様
に

は
、
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
四
月
の
総
会
に
て
皆
様
に
ご
承
認

い
た
だ
き
ま
し
た
、
今
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
事

業
も
、
各
委
員
会

。
学
年
委
員
会
に
お
い

て
活
発
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
四
月
に
手
稲
高
生
と
な
っ

た

一
年
生
も
、
三
か
月
が
経
過
し
、
高
校

生
活
に
も
慣
れ
、
授
業
に
部
活
に
有
意
義

な
毎
日
を
過
ご
し
て
る
よ
う
で
す
。
高
校

生
活
の
折
り
返
し
と
な
る
二
年
生
は
、
ま

さ
に
手
稲
高
を
担
う
中
核
と
し
て
学
校
内

で
も
部
活
動
で
も
責
任
あ
る
立
場
で
の
活

躍
を
実
践
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
三
年

生
は
、
最
後
の
学
校
祭
も
終
わ
り
、
部
活

動
も
後
輩
に
バ
ト
ン
タ
ツ
チ
し
、
受
験
生

モ
ー
ド
ヘ
と
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
し
、
各
々
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
実
現
の
挑
戦
を
日
々
実
践

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
古
　
川
　
日
日
　
代

し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
笑

顔

の
花
が
来
春
、
満
開
に
な
る
こ
と
を
祈

る
の
み
で
す
。

「
継
続
は
力
な
り
」

私
は
手
稲
高
校

の
校
訓
が
大
好
き

で

す
。
語
源
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
教
育
者

で
宗
教
家

の
住
岡
夜
晃

の
詩

の

一
節
に
由

来
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
詩
を
お
く
り
ま
す
。

青
年
よ
強
く
な
れ

牛
の
ご
と
く
、
像
の
ご
と
く
、
強
く
な
れ

真
に
強
い
と
は
、
一道
を
生
き
ぬ
く
こ
と
で
あ
る

性
格
の
弱
さ
悲
し
む
な
か
れ

性
格
の
強
さ
必
ず
し
も
誇
る
に
足
ら
ず

「念
願
は
人
格
を
決
定
す
　
継
続
は
力
な
り
」

真
の
強
さ
は
正
し
い
念
願
を
貫
く
に
あ
る

怒
っ
て
腕
力
を
ふ
る
う
が
ご
と
き
は
弱
者
の
至

れ
る
も
の
で
あ
る

悪
友
の
誘
惑
に
よ
っ
て
堕
落
す
る
が
ご
と
き
は

弱
者
の
標
本
で
あ
る

青
年
よ
強
く
な
れ
、
大
き
く
な
れ

～
讃
嘆
の
詩
よ
り
～

「
こ
れ
で
い
い
の
か
」

挑
戦
的
な
題
名
で
驚
か
せ
て
し
ま
い
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
４
月
に
旭
川
西

高
校
か
ら
異
動
し
て
き
ま
し
た
。
保
護
者

の
皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

着
任
以
来
約
三
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

時
間
を
見
つ
け
て
廊
下
や
体
育
館
を
歩
き

授
業
中
や
部
活
動
中
の
生
徒
の
様
子
を
見

て
い
ま
す
。
異
動
し
て
く
る
以
前
に
聞
い

て
い
た
評
判
ど
お
り
に
何
事
に
も
真
摯
に

取
り
組
む
生
徒
の
姿
を
頼
も
し
く
眺
め
て

い
ま
す
。

真
摯
さ
は
、
信
頼
さ
れ
る
人
と
な
る
た

め
に
必
要
不
可
欠
な
資
質
で
す
。
し
か
し
、

近
年
世
の
中
は
急
激
に
変
化
し
、
知
識
基

盤
社
会

へ
と
向
か

っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に
行
動
で
き
る
人
材

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
知
識
基

盤
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
能
力
は
、
新

し
い
知
識
や
情
報
を
活
用
し
、
協
働
し
て

新
し
い
も
の
を
創
り
出
す
力
で
す
。
こ
の

過
程
で
必
要
な
能
力
の

一
つ
に

「批
判
的

思
考
力
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
批
判
的
思
考
力
」
と
い
う
と
、
他
人

の
意
見
等
を
否
定
し
非
難
す
る
た
め
の
思

考
力
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
の
で
す
が
、
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
が
正
し

い
と
思
う
思
考
を
疑
う
こ
と
で
す
。

つ
ま

校

長

宮

嶋

衛

次

り
、
自
分
自
身
で
こ
う
だ
と
考
え
て
い
る

こ
と
や
、
他
人
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
を
鵜

呑
み
に
し
て
正
し
い
と
考
え
て
い
る
自
分

に

「
こ
れ
で
い
い
の
か
」
と
疑
間
を
投
げ

か
け
、
最
終
的
に
自
分
の
考
え
で
判
断
す

る
力
と
そ
の
習
慣
の
こ
と
で
す
。
時
に
は

常
識
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
先
生
と

呼
ば
れ
る
人
達
の
話
を
疑
う
こ
と
も
必
要

で
す
。
そ
し
て
手
稲
高
生
に
こ
の
力
を
つ
け
る

た
め
に
は
、
本
校
の
教
育
活
動
全
体
で
論

理
的
思
考
力
や
科
学
的
思
考
力
等
の
幅
広

い
思
考
力
を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
真
摯
さ
を
備
え
て
い
る
反
面
、

自
己
主
張
が
あ
ま
り
強
く
な
い
手
稲
高
生

が
こ
れ
か
ら
の
時
代
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
す
る
に
は
、
こ
の

「批
判
的
思
考

力
」
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

こ
の
批
判
的
思
考
力
は
我
々
教
職
員
に

も
必
要
な
能
力
で
す
。
教
育
が
大
き
く
変

化
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
常
に
手
稲
高
校
の

教
育
が

「
こ
れ
で
い
い
の
か
」
を
問
い
続

け
る
姿
勢
を
保
ち
つ
つ
、
生
徒
の
た
め
に

教
育
の
改
善
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
保
護
者
の
皆
様
の
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



(3)第 123号 い 2015年 7月 24日

Ｐ
丁
Ａ
役
員

墓
見

会

　

長

副

会

長

″″

会
計
監
査

″

三
年
次
委
員
長

ク
　
副
委
員
長

二
年
次
委
員
長

ク
　
副
委
員
長

一
年
次
委
員
長

ク
　
副
委
員
長

モ
ニ
タ
ー
委
員
長

ク
　

副
委
員
長

″
　

副
委
員
長

文
化
委
員
長

ク

副
委
員
長

広
報
委
員
長

ク

副
委
員
長

後
援
会
役
員

一
覧

会
　
　
長

副

会

長

″″

会
計
監
査

会

　

計

ク

古
川
　
昌
代

石
尾
理
恵
子

池
上
　
早
苗

森

　

　

仁

中
田
　
千
鶴

中
野
　
裕
子

田
中
　
正
浩

高
時
　
修

一

鴨
志
田
美
香
子

後
藤
　
幸
子

石
亀
　
　
泉

合
田
由
美
子

藤
原
　
容
代

笹
木
　
祐
子

木
村
　
有
美

今
枝
　
晴
子

下
地
　
晴
美

‘
米
中
　
直
美

佐
藤
　
梨
佳

宮
田
美
恵
子

本
庄
真
美
子

福
原
　
克
興

吉
田
佳
寿
子

田
川
　
美
樹

林
　
　
満
章

佐
々
木
準
子

小
杉
　
靖
子

小
西
　
　
剛

高
崎
　
修

一

山
口
　
雄
之

渡
部
　
泰
子

宮
本
　
幸
子

遠
藤
　
　
晃

関
谷
　
　
博

高
橋
　
紀
幸

町
屋
　
　
博

弘
津
　
秀
幸

櫻
井
　
英
達

大
村
　
一暑
紀

徳
永
　
義
信

宮
川
　
聖
子

横
須
賀
教
子

種
田
　
千
草

柳
澤
　
昌
彦

顧 名

″ //・ク ク ク //ク ク ″ //////ク
 墓
問 問

４
月
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
級
委
員
会

・
各
種
委
員

会Ｐ
Ｔ
Ａ

・
後
援
会
合
同
役
員
会

Ｐ
Ｔ
Ａ

・
後
援
会
総
会

５
月
　
環
境
美
化
事
業

（花
斉
移
植
）

６
月
　
稲
心
会
総
会

全
道
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

（北
見

大
会
）

７
月
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
、
学
校
祭
協
力

８
月
　
全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

（岩
手

＋ハ
〈バ
）
）

９
月
　
Ｐ
Ｔ
Ａ

。
後
援
会
合
同
役
員
会

１０
月
　
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
協
力

２
月
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会

３
月
　
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
後
援
会
合
同
役
員
会

北
海
道
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
大
会
北
見
大
会
に
参
加
し
て

六
月
十
三
日
、
十
四
日
に
北
見
市
で
開

催
さ
れ
た
大
会
に
宮
嶋
校
長
と
共
に
役
員

三
名
で
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
大
会
の
主
題
は

「身
近
な
人
と
結
ぶ

信
頼
の
絆
」
で
す
。

一
日
目
は
、
現
在
執
筆
業
に
加
え
、
講

演
会
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
な
ど
の

メ
デ
ィ
ァ
出
演
、
フ
ー
ド
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

な
ど
、
多
方
面
で
活
躍
中
の
西
村
淳
氏
の

講
演
会
で
し
た
。

演
題
は

「
ご
飯
に
し
よ
う
―
」

で
、
西

村
さ
ん
が
、
南
極
観
測
隊
に
参
加
し
た
時

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
食
の
大
切
さ
、
友
情
な

ど
を
ス
ラ
イ
ド
と
楽
し
い
ト
ー
ク
で
会
場

を
わ
か
せ
、
次
第
に
引
き
こ
ま
れ
て
行
く

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
分
科
会
が
行
な
わ
れ
、
私
は

「親
の
気
持
ち
、
子
の
気
持
ち
」
～
通
じ
合
っ

て
い
ま
す
か
？
を
テ
ー
マ
に
北
見
柏
陽
高

等
学
校
で
二
十
四
名
の
方
と
意
見
交
換
し

て
来
ま
し
た
。

子
供
の
登
校
拒
否
や
会
話
不
足
か
ら
、

何
を
考
え
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

い
と

言
っ
た
悩
み
を
持
っ
て
い
る
方
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
克
服
し
よ
う
と

一
緒

に
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
た
り
し
て
親
子
の
絆

を
深
め
て
い
る
方
、
皆
が
そ
れ
ぞ
れ
に
子

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
　
石
　
尾
　
理
恵
子

供
と
向
き
合

っ
て
努
力
し
て
い
る
と
言
う

事
が
分
か
り
ま
し
た
。

最
近
、
高
校
性
を
と
り
ま
く
環
境
の
変

化
や
モ
ラ
ル
の
低
下
を
耳
に
す
る
事
が
多

く
な
っ
て
来
ま
し
た
。

学
校
、
家
庭
、
地
域
が

一
体
と
な
り
、

信
頼
の
絆
を
結
ん
で
、
親
と
し
て
子
供
の

為
に
何
が
出
来
る
の
か
、
も
う

一
度
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
様
な
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
役
立
て
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。



2015年 7月 24日 ね 第123号 (4)

宮
嶋
　
衛
次

校
長

（理
科

。
地
学
）

一
、
札
幌
新
川
↓
喜
茂
別
↓
札
幌
北
↓
理
科
教
育

セ
ン
タ
ー
↓
札
幌
北
↓
室
蘭
栄
↓
弟
子
屈
↓

旭
川
西
↓
札
幌
手
稲

卓
球

（中
学
～
大
学
）
テ
ニ
ス
、
釣
り

小
学
生
向
け
理
科
ワ
ク
ワ
ク
実
験

真
摯
に
努
力
を
続
け
る
高
校
生
と
、
思

い
や

り
あ
ふ
れ
る
ベ
テ
ラ
ン
の
教
職
員
と

い
う
の

が
こ
の
数
ヶ
月
の
印
象
で
す
。

四
、
地
域
住
民

・
保
護
者

。
近
隣
高
教
員
と
様

々

な
視
点
で
手
稲
高
校
を
見
続
け
て
い
ま
し
た
。

地
域

・
保
護
者
そ
し
て
生
徒
の
理
想
の
学
校

＝
手
稲
高
校
と
な
る
よ
う
頑
張
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

仁

・
地
理
歴
史
科

（世
界
史
じ

一
、
札
幌
工
業
↓
静
内
↓
滝
川

（定
時
制
）
↓
札
幌

手
稲

バ
ン
ド
演
奏

（ベ
ー
ス
、
ギ
タ
ー
）
、
ド
ラ
イ
ブ
、

ア
ニ
メ
、
料
理
、
写
真
撮
影
、

生
徒
が
素
直
で
ま
じ
め
な
こ
と
、
先
生
方
の
指

導
が

一
生
懸
命
な
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

大
阪
生
ま
れ
。
大
学
卒
業
後
は
民
間
企
業
に
勤

め
、
教
員
免
許
を
取

っ
た
の
は
三
二
歳
。
三
五

歳

で
北
海
道
で
採
用
さ
れ
移
住
し
ま
し
た
。

「巧
遅
は
拙
速
に
如
か
ず
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

ス
マ
イ
ル

・
ス
ピ
ー
ド

・
シ

ユ
ア
の
３
Ｓ
を
大

事
に
仕
事
を
し
て

い
こ
う
と
心
が
け
て
お
り

ま
す
。
元
来
、

い
い
加
減
な
人
間
で
す
の
で
、

シ

ュ
ア

（
信
頼

で
き
る
）
の
部
分
を

し

っ

か
り
磨
い
て
い
き
た
い
で
す
。
「あ
れ
？
大
丈

夫
？
」
と
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
遠
慮
無
く

「だ

め
で
し
ょ
」
「違
う
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
お
声
を

か
け
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

大
西

正
三
（教
諭
。英
語
）

一
、
利
尻
↓
釧
路
北
陽
↓
釧
路
湖
陵
↓
札
幌
手
稲

二
、
ア
ウ
ト
ド
ア
・
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
・
カ
ヌ
ー
・

弁
当
作
り

三
、
温
厚
で
礼
儀
正
し
く
、
真
面
目
な
生
徒
が
多

い

と
感
じ
ま
し
た
。

四
、
こ
の
春
、
前
任
校
で
三
回
目
の
卒
業
生
を
出
し
、

赴
任
し
て
す
ぐ
の
一年
担
任
で
す
。
生
活
環
境
が

大
き
く
変
わ
り
戸
惑
う
と
こ
ろ
も
ま
だ
あ
り
ま
す

・　
が
、
手
稲
高
校
の
ス
タ
ッ
フ
の
百
員
と
し
て
戦
力

に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

荒
谷
　
曲豆
明
（教
諭

。
国
語
）

瓢
凩
甲
寡
『夢
神
ジ

二
、

三
、

二
、

三
、

四
、

瓢森
長

一

、

一

一

、

一

一

一
、

四

、

釧
路
西
↓
音
成
子
府

（現

。
お
と
い
ね
っ
ぷ
美

術
工
芸
）
↓
野
幌
↓
津
別
↓
札
幌
工
業

（定
時
）

↓
札
幌
手
稲

読
書
、
ド
ラ
イ
ブ

真
面
目
で
素
直
な
生
徒
だ
と
思

い
ま
す
。
衆
フ

ま
で
の
勤
務
校
で
は
、
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
の

よ
う
な
気
が
し
ま
す
）

勤
務
二
校
目
の
音
威
子
府
高
校
の
と
き
か
ら
、

教
育
相
談

（カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
関
係
）
を
学
び

始
め
、
現
在
も
研
究
会
等
に
参
加
し
学
ん
で
い

ま
す
。

西

根
室
西
↓
砂
川
南
↓
恵
庭
南
↓
当
別
↓
札
幌
手
稲

韓
国
の
ド
ラ
マ
。
特
に
時
代
劇
を
ず
っ
と
見
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
の
ド
ラ
マ

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
韓
国
ド
ラ
マ
は
や
は
り
い
い
。

月賀

三、静い̈
『韓如̈
［嚇『̈
「雅戦骸娃勅辟
一
引「「「一月列ＨＨＪ翻耐劇馴剰爾警量量量量

興

享

な
分
野
や
問
題
が
あ
っ
蒔

警

こ

輌
　

　

　

　

　

鮫

鞣

仁

骰

だ
け
に
集
中
し
て
取
り
組
み
ま
す
。　
一
点
集
中

』

の
原
則
。
数
学
で
学
ん
だ
方
法
で
す
。
す
べ
て

一　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
モ
ニ
タ
ー
委
員
長
　
木
轟
「
　
・石
羊
（

が
わ
か
る
な
ん
て
あ
り
え
な

い
。
　
　
　
　
　
　
．

・
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
ｏ
一
　

本
年
度
も
五
月
二
十
八
日
～
六
月
四
日

桑哺饒輻一・一罫帥任発蛇卸三般事務一ｍ悧［”鋳けけ』動一一書い一中一

一
、
室
蘭
聾
↓
北
広
島
亜

一同
校
↓
実
習
船
管
理
局
↓

一

停

か

ら

本

校

ま

で

の
交

通

機

関

で
生

徒

の

静
内
農
業
一目同
校
↓
伊
達

中向
校
↓
仁
木
商
業
一品

『

登

下

校

時

に

お

け

る

服

装

や
自

転

車

。
バ

一一̈
一一̈
¨̈
咄̈̈
岬̈̈
一『砕。一‐９一にい時］碁」へ報‐特［砕」』詢つし十一［

た
と
こ
ろ
に
あ

¨
め
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
生
徒
が
多
く
、
特
に

ポ
痣
褥
蓼
ぶ
話
爾
沌まっ贅硼“樋
姪
灘
鱗

四
、
ふ
れ
を
つ
機
〈ムが
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
よ

¨
面
目
な
印
象
」
と
の
意
見
が
多
く
聞
か
れ

ろ
し
く
お
願
いし
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
中
ま
し
た
ｏ

‥
‥
‥
‥
。
¨
　

公
共
交
通
機
関
の
待
機
と
乗
車
に
つ
い

・巫
輻
黎
晰
）

一昌
（合
　
鮒
筋
（Ｈ口公
務
補
）
一
」
動
い
赫
¨
も

マ
ナ
ー
が
良
く
、　
一
列
に

慎
み
静
か
に
し
て
い
る
と
の

ま
し
た
。
反
面
、
ほ
と
ん
ど

二．．中̈
議〕］仙』］「獅臨聯動鶴＝ハム応
一　̈
祉
猜
い
誌
もマ田
〔
洵
シ
レ
議
躁
作
し
て

一二
、
生
徒
達
の
挨
拶
が
大
変
素
晴
ら
し
い
。
先
生
、
職

一
　

自

転

車

に

つ
い
て

は
、

六

月

一
日

に
道

員
方
の
指
導
が
行
き
届
い
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。　
い
路
交
通
法
の
改
正
が
あ

っ
た
ば
か
り
で
し

興
辮
錮
稚
鰤
陶
藤
秘
だ掏
訴
欠
絆
」鮎

い
が
見
ら
れ
、
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
も

颯鱚　　　　　　　　　　　の声があがりました。生

一
人

一
人
が
ル
ー
ル
を
守
り
安

を
持

っ
て
頂
き
た
い
と
思
い

」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」家
庭
で
も
話
す
時
間
を
作
っ

た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。
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晰
瘍
磋
鑢

晰
鰺
塚
饉
隋
玲
鰺
吼

一
年
七
組
　
横
川
　
祐
希

二
日
間
、
私
は
有
意
義
な
時
間
を
す
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
入
学
し
て
か
ら

約

一
ヶ
月
た

っ
て
ク
ラ
ス
に
は
な
じ
め
ま

し
た
が
、
何
人
か
の
子
た
ち
と
は
あ
ま
り

話
せ
ず
に
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
宿

泊
研
修

（特
に
自
由
時
間
や
運
動
会
）
で

た
く
さ
ん
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最

初
に
注
意
さ
れ
た
時
間
厳
守
も
、
戸
の
開

閉
も
自
ら
閉
め
た
り
、
呼
び
か
け
た
り
と

積
極
的
に
動
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
班
長
な
ど
み
ん
な
を
ま
と
め
る
役
職

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
つ
も
よ

り
も
自
分
か
ら
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
思

い
ま
す
。

そ
し
て

一
番
良

か

っ
た
な
と
思
え

る
の
は

「
あ

い
さ

つ
」

と

「
感
謝

」

で
す
。
今
ま
で
も

も
ち
ろ
ん
、
き
ち

ん
と
あ

い
さ

つ
を

し
て
い
た
し
、
「
あ

り

が

と

う

」

と

言

え

て

い
ま

し

た
。

で
も
正
直
に

言
う
と
、
時

々
ど

ち
ら
も
は
ず
か
し

く

て
言

い
出
せ
な

い
事
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
研

修
で
は
大
勢
の
人
が
宿
泊
す
る
分
、
相
手

へ
の
気
づ
か
い
が
必
要
と
な
る
の
で
普
段

よ
り
も
周
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
し
、
で
」
う
し
た
ら
相
手
が
楽

か
な
」
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
何

か
さ
れ
た
時
に
は
強
い
感
謝
の
気
持
ち
で

「あ
り
が
と
う
」
と
言
え
ま
し
た
。

こ
の
研
修
を
通
し
て
普
段
の
行
い
が
ど

れ
だ
け
大
切
か
、
進
路
に
つ
い
て
詳
し
い

こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
高
校
生
活
の
す
ご
し

方
、
学
年
の
雰
囲
気
、
た
く
さ
ん
の
事
を

学
ん
だ
時
間
で
し
た
。

そ
し
て
も
う

一
つ
、
強
く
感
じ
た
の
は

ま
だ
こ
の
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
で

一
ヶ
月

し
か

一
緒
に
い
な
い
の
に

「
こ
の
ク
ラ
ス

で
よ
か

っ
た
―
」
と
い
う
事
。
こ
の
研
修

を
通
し
て
学
ん
だ
た
く
さ
ん
の
事
を
こ
れ

か
ら
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

輻
隋
鼈
儡
躙
鼈
鰤
漑

一
年
五
組
　
池
田
　
　
光

皆
で
泊
ま

っ
て
研
修
を
行
う
と
い
う
こ

と
を
初
め
て
経
験
し
、
と
て
も
新
鮮
で
し

た
。
手
稲
高
校
に
入
学
す
る
前
ま
で
も
、

将
来
の
事
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
が
も
う

け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
知

っ
て
い

ま
し
た
が
、
入
学
し
て
す
ぐ
に
あ
る
と
は

思

っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

改
め
て
手
稲
高
校
は
大
学
進
学
な
ど
の
進

路
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
く
れ
て
、
と

て
も
良

い
と
思
い
ま
し
た
。
実
際
に
研
修

で
は
、
勉
強
す
る
上
で
の
心
得
を
た
く
さ

ん
教
え
て
下
さ
り
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
大
学
進
学
の
事
に
つ
い
て
も
、

手
稲
高
生
は
国
公
立
大
学
進
学
を
目
標

と
す

る

意
識

の

一局
い
人

が
多

い

と

い

つヽ

話
も
聞

き
、

私

ｏ２
局
い

目
標
を

も
ち
続

け

て
努

力
し
て

い
こ

つヽ

と
気
持

ち
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｐ

の
結
果
を
見
て
、
自
分
が
想
像
し
て
い
な

か

っ
た
職
業
が
沢
山
あ
り
、
社
会
に
対
す

る
視
野
が
広
が

っ
た
気
が
し
ま
す
。
そ
の

た
め
よ
く
知
ら
な
か

っ
た
職
業
に

つ
い

て
、
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

研
修
⑤
の
ク
ラ
ス
対
抗
の
校
歌
と
運
動

会
は
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。
み
ん
な

で
息
を
合
わ
せ
て
跳
ん
だ
り
、
歌

っ
た
り
、

投
げ
た
り
、
ま
だ
出
会

っ
て

一
ヶ
月
の
ク

ラ
ス
の
団
結
力
が

一
つ
に
な

っ
て
高
ま

っ

た
な
と
、
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
宿
泊
研
修
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん

の
初
め
て
の
経
験
が
で
き
と
て
も
中
身
の

濃
い
も
の
と
な
り
、
充
実
し
た
三
日
間
で

し
た
。
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１

●
卓
球
部

一．　
　
　
　
・　
・

卓
球
春
季
札
幌
支
部
大
会

〈個
人
男
子
ダ
ブ
ル
ス
）

（魃
瘍

竹
岡
　
　
　
　
１
回
戦

●
．

村
山
　
　
　
　
２
回
戦

佐
藤
　
　
　
　
１
回
戦

石
川
　
　
　
　
１
回
戦

外
内
　
　
　
　
３
回
戦

〈男
子
団
体
戦
〉
　

　

・

〈勒
魏
輪

叩
ｍ
．．一軒

■

●

外
内
一一
一
一
一々
〓
支

竹
岡
　
　
　
　
．２
回
戦

●
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
春
季
札
幌
支
部
大
会
兼
国
体
予
選
大
会

（団
体
戦
〉
［西
ブ
ロ
ッ
ク
ー
部
］

札
幌
手
稲
　
０
１
３
　
札
幌
龍
谷

聰
郡
九
惧
一・一・巫
帥Ｔ
●
■

札
幌
手
積
一・．，
■

■
　

社
幌
市

札
幌
手
■
●
■
■
‐３‐‐　
札
幌
十‐

※
西
ブ
●

ツ
ク
ー
部
６
位
繁

〈個
人
戦
ダ
ブ
ル
‐スγ
一

本
田
　
青
野
組
・　
　
３
回
戦

田
中
・
小
出
谷
組
一
３
回
戦

伊
藤
　
‐‐‐メＬ仙
Ⅶ
一
一
３
回
戦

勝
岡
・環
＝
粗
●
一
１
回
戦

〈個
人
戦
シ
ン
グ

ル
ス
）

本

田

　

一●
●

　

〓
回
戦

丸
山

　

・　

　

　

３
回
戦

．．．̈̈̈
¨̈̈̈”，̈̈̈̈
一「̈』」に抑属

檜
旧

・
政
谷
組
　
　
３
回
戦

昆
野

・
小
山
組
　
　
４
回
戦

一ベ
ス
ト
ー６
一

（個
人
戦
シ
ン
グ
ル
ス
）

小
山
　
　
　
　
　
４
回
戦

（ベ
ス
ト
３２
）

一
■
野
　
　
　
　
　
５
回
戦

（ベ
ス
ト
Ю
Ｙ

２
回
戦
　
札
幌
手
稲
　
２３
‐
４３
一
札
幌
瀞
ψ

・
・　
　
　
　
　
・　
　
　
　
．Ⅲ
一

・高
体
迎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
札
幌
支
部
大
会

一
一
「
「
一
一
・
・　
　
・
・　
命
刺
」
は
　
同
幽
“
ｍ
　
２ ３
‐ １
３ ０
　
制
幽
画
陵

●
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
春
季
札
帆
文
部
大
会

・・

〈１
選
リ
ー
グ
〉
札
班
手
稲
．■
一■
伽

・一仰幽“欄・　胸＝働

※
予
選
リ
ー
グ
敗
退

札
幌
真
栄

札
幌
―■
珠

札
幌
静
修

高
体
刹
』
崚
ド
い
い
つ
剛
幌
暉
脚
嶽
会
札
幌
真
栄
　
　
．．
一

高
体
連

バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
札
帆
支
部
大
会

ｌ
回
戦
　
札
帆
手
稲
　
６８
‐

６０
　
北
海
学
団
札
幌

２
回
戦
　
札
幌
手
稲
　
９４
‐

５９
　
札
幌
平
岡

３
回
戦
　
札
帆
千
稲
　
“
１

６８
　
札
幌
北
陵

（
ベ
ス
■
１６
）

●

女
子
バ

ス
ケ

ツ
ト
ボ
ー
ル
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・●
―

〈決
勝
ト
ー
ナ
，
ル
■
γ
　
・・　
　
　
・　
　
　
　
・一
一
一
一

１
１‐ｉｌ
戦
　
札
幌
千
稲
　
５４
に
６７
　
恵
庭
南
　
・　
一●
一

一■
一■
●
　
　
・一．　
　
　
■

高
体
迎
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
札
幌
支
部
大
会

１
回
戦
　
札
幌
■
確

　

７２
‐

６２
　
札
帆
平
岸

　

　

・・

●男一『］―［酬̈『一̈『「６８　‐・‐ヒ「附『一一一一一一・

バ蛾
鰊
７
●

高一「『』】̈柳岬̈『『一［一一　　・　・・・

札
幌
手
稲
　
０
１

２
　
札
幌
北

●

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
春
季
札
幌
支
部
大
会

（
予
選
グ
ル
ー
プ
）

札
幌
手
稲
　
ｌ
１

２
　
札
幌
西
陵

札
帆
手
稲
　
２
１

０
　
北
星
付
属

（決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

同
幽
手
‐‐‐
手
赫
　
け
Ｈ

２。
　
Ⅲ
』

‐―‐ 島

の
手

一
．
札
幌
手
稲
　
３
１

４
　
札
幌
北
斗

全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
南
北
海
道
大
会
札
幌
“
＝
予
選

Ｇ
プ

ロ
ッ
ク
２
回
戦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一・
　

　

．・

札
帆
手
稲
　
３
１

７
　
札
幌
北
陵
　
　
　
．
．
．
．

●
男
子
テ
ニ
ス
部
　
　
　
　
　
・●

一祗
弔
＝
静
一
■
．一
一

．　
　

　
　

　
　

　
　

札
幌
手
稲
　
０
１

３
　
札
幌
北
斗

札
幌
手
稲
　
０
１

３
　
札
幌
静
修

札
帆
千
稲
　
１
１

３
　
北
星
女
子

札
幌
手
稲
　
３
１

１
　
石
狩
南

札
幌
手
稲
　
１
１

３
　
札
幌
龍
谷

■
帆
琴
似
工
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　

※
西
プ

ロ
ッ
ク
ー
部
５
位

で
２
部
降
格

|,■‖
■
一
ぶ
一

一
■

一

＝
一

鰤

¨

赫

砕

一

一

一

一

‐６

一

[写真 :サ ッカー部]
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は

理
・一一一ｉ
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２
，
１．
５
年
度

（３９
期
生
Ｙ
の

■
■
　
　
　
入
試
を
振
り
返
？
て

進
路
指
導
部
長
　
清
澤
　
哲
生

文
低
理
高

。
安
全
志
向

。
地
元
志
向
と
言

わ
れ
て
い
た
今
年
度
の
入
試
に
臨
ん
だ
３９
期

生
で
し
た
が
、
結
果
は
国
公
立
大
学

へ
の
‐２５

名
の
合
格
者
を
含
め
、
多
く
の
生
徒
が
進
路

実
現
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
入

試
ま
で
の
間
で
は
、
不
安
な
と
き
も
あ

っ
た

と
思

い
ま
す
が
、
友
人
や
家
族
が
支
え
と

な

っ
て
く
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ひ
と
り
の

力
で
は
な
く
み
ん
な
の
力
で
勝
ち
取

っ
た
栄

冠
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
生
徒
が
目
標
を
達
成

で
き
た
要
因
と
し
て
は
、
斉
藤
年
次
主
任
を

中
心
と
す
る
先
生
方
の
熱
心
な
指
導
は
も
と

よ
り
、
生
徒
た
ち
自
身
が

「最
後
ま
で
あ
き

ら
め
な
い
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
持
ち
続

け
、
講
習
や
添
削
、
家
庭
学
習
を
頑
張
り
続

け
た
結
果
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

現
在
新
し
い
時
代
に
即
し
た
高
大
接
続
の

実
現
に
向
け
て
大
学
入
試
制
度
の
大
き
な
改

革
が
進
ん
で
お
り
、
今
年
度
か
ら
す
で
に
入

試
科
目
の
変
更
や
学
科
の
再
編
を
進
め
る
大

学
が
多
く
で
て
い
ま
す
。
早
く
か
ら
目
標
設

定
を
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
進
路
実
現
に
向

け
て
の
近
道
で
す
。
多
く

の
情
報
を
得
て

し

っ
か
り
と
し
た
進
路
設
計
を
立
て
る
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
基
本
は
何
よ
り
も

授
業
に
し

っ
か
り
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

本
校
で
は
講
習

。
添
削

・
模
擬
試
験
等
で

進
路
指
導
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
更
に
生
徒
を
伸
ば
し
、
生
徒
が
進
路
実

現
で
き
る
よ
う
に
、
進
路
指
導
部
を
中
心
に

精

一
杯
生
徒
の
た
め
に
援
助
し
て
ま
い
ま
す
。

平成26年度 進路状況一覧 (合格者数)・Ⅲ………………………………
文  険| ‐大  学 2 2 4

駒 澤 大 学 1 1

日 本 大 学 2 2

東 洋 大 学 2 l 3

東 海 大 学 5 l 6

|ヒ 里 大 学 l l

神 奈 川 大 学 3 2 5

近 畿 大 学 1 1

芝 浦 工 業 大 学 2 3 5

日 本 薬 科 大 学 1 l

含1価 大 学 3 3

千 葉 科 学 大 学 2 2

杏 林 大 学 2 2

多 摩 美 術 大 学 1 1

大 妻 女 子 大 学 1 1

大 東 文 化 大 学 1 l

静 京 大 学 2 2

瀞 京 平 成 大 学 1 1

日 本 体 育 大 学 1 l

東 洋 学 園 大 学 1 l

津 田 塾 大 学 2

千 葉 工 業 大 学 2 1

近 畿 大 学 1 1 2

関  西‐ 大  学 2 2

計

札 幌 国 際 大 学 4 4

天 使 大 学 3

藤 女 子 大 学 1

北 翔 大 学 4 4

北 星 学 園 大 学 6

北 海 学 園 大 学 9

北 海 商 科 大 学 1 1

北 海 道 医 療 大 学 5

北 海 道 科 学 大 学 85 6

北 海 道 情 報 大 学 3

北 海 道 文 教 大 学

北 海 道 薬 科 大 学 5 1 6

賂 農 学 園 大 学 7 1 8

千歳科 学技 術 大 学 7 7

日 本 医 療 大 学 2

合 計 30

lr回 郊 秋 学 現役 醇 合計

|ヒ 海 道 大 学

Jヽ樽 商 科 大 学

|ヒ海 道 教 育 大 学 1

請 広 畜 産 大 学

室 蘭 工 業 大 学

|ヒ見 工 業 大 学

L川 医 科 大 学

卜し幌 医 科 大 学

卜し幌 市 立 大 学 1 1

洲 路 公 立 大 学

名 寄 市 立 大 学

まこだて未来大学 1 1

東  北  大  学 1 1

払 前 大 学

岩 手 大 学

訴 潟 大 学 3

山 形 大 学 3

菖  山  大  学

金 沢 大 学 1 1

宇 都 宮 大 学 1 1

千 葉 大 学 1 1

静  岡  大  学

青 森 公 立 大 学 1 1

青森県立保健大学 3

高 崎 経 済 大 学

郡 留 1文 科 大 学 1 1

等 岡 県 1立 大 学 1 1

山■梨‐県 立‐大 学 1 1

本
計 140

(411私大短期大学 現役
年
卒
過
度 合計

卜L幌大谷大学短期大学 3

化星学園大学短期大学 2

ヒ海道武蔵女子短期大学

合 計 0

(5〉看護系専修学校 |■役 糠 舒
計見沢市立高等看護学院 2

市立室蘭看護専門学校 1 1

ヒ海道医療センター 2

勤医協札幌看護専門学枝 l 1

日鋼 記念 看 護 学校 1 1

中村記念病院附属看護学移 1 1

千葉労災看護専門学校 1 1

東邦大学佐倉看護専門学移 1 1

計 0
¨ 離 欝 1翻

防 衛 大 学 瀬 1 1

北 海 道 警 舞 1 1

本
計 2

¨ 大学 聯 灘 翻

軒 北||1学|‐院 大 学

Ⅲ■稲■1田1大  学 1 1

束|1京1理
‐
科 大 学 1 3

月|‐■治‐|‐1大■‐学

青■山■学1院■大 1学 1 1

立||■教■ 1大|‐■洋 1

ヤ■■1央■1大■‐1畔 1

去■■政■■大■■ギ 1 5

lm鰊 雌 諄 合計

計 14 14

雌 醸 1計

札 幌 大 学 1

札 幌 大 谷 大 学 1 1

札 幌 学 院 大 学


